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アントーニオ　緊急帰国！！
どうなるイタリアンメニュー！？

魂は受け継がれるか！？

号外

　町営アシタマチポスト社による
と、ぶにせ家でイタリアンメ
ニューを作っていたアントーニ
オが緊急帰国することが伝えら
れた。かつてからその過剰なま
での無添加主義と自然の持ち
味を生かしたやさしい味で、パ
スタをはじめ香草焼、ガーリック
バター焼、ソテー。人気のカル
パッチョやピッツア等、ぶにせ
家のメニューに広がりを与えて
いた彼の突然の帰国に、ファン
からは惜しむ声が続々と寄せら
れている。今後は彼の味と魂を
継いで、より工夫を凝らしたメ
ニューの提案が望まれていくこ
とになる。

　緊急企画！！
　　　アントーニオ特別対談
　　　　君の魂のおもむくままに。

kp:おまえがいなくなるのは、庚
申山のトイレで、鍵が開かなく
なったくらい淋しい。
Ant: オー！ボッス・・・。
ほんとに悲しんでますか？
Kp: あたりまえだろ！君には本
当にいろいろ助けてもらった。
Ant: オーボッス！かたがくじけ
そうです。
Kp: それをいうなら、かたじけな
いだよ。
Ant: ワタシこそ、ぶにせ家を離
れるのはつらいデース。
Kp: きみには料理についての
味付けの考え方や、世の中に
化学調味料や添加物を使った
まがい物がいかに多いかいろ
いろ勉強させてもらった。
Ant: オー！ワタシはできるだけ
本当のイタリアンを作りたかっ
ただけデース。
Kp: お前さんと料理について話
しているときはリンダと話してる
ときより楽しかったよ。
Ant: ボッス！どこのおねぃちゃ
んですかそれ！？
kp: とにかく、八高線の電車を
待つくらい楽しかったってこと
だ。
ant: それ退屈？・・・。

　お酒のことなら

　　　岩永屋酒店
　各種地酒・本格焼酎
　希少なお酒が勢揃い
　　tel　 22-0412

　　　　アントーニオメモ
　
　年齢　不詳
　国籍　不明
　趣味　火消し（決して火付け
　　　　　　ではない）
　特技　つくりばなし

 
 ボルボを買うなら。富士スバル新前橋
　　　担当　  田沼Ｑ　 硬いぜ！

kp:まぁ、イタリアに帰って自
分の店が持てるまで身体に
気をつけてがんばっておくれ
よ。
Ant:ボッス！必ずご招待し
マース。
Kp:おー、うれしいねー。
Ant:今からピッツアの釜のレ
ンガを積みマース。
Kp:おまえ３匹の子豚か！
Ant:ボッスには料理だけでな
く店全体の事を学びました。
Kp:ほー、どんな。
Ant:一言で言うとお客さんに
対する愛デスネ。
Kp:愛だけでは腹はいっぱい
にならないって言う。
Ant:ウヒョー。そうでなくて。
Kp:いろんな人と一緒に働い
てきたけど、おまえさんはや
さしいねぇ。まわりに優しい。
でも時々それが自分の中で
本当にやりたいことができな
いって言う葛藤もあったん
じゃないかぃ。これからは自
分の夢のために少しくらい自
分を通していかなくちゃいけ
ないこともあるから、腹をく
くってやっておくれよ。
Ant:ボッス・・・。
kp:おいおい、湿っぽいのは
なしだぜ。
Ant:タバスコが辛くて。
kp:このやろー！タバスコは
みんなタバスコ味になっちゃ
うって使ってなかったじゃね
えか。
Ant:ウヒー！
kp:この野郎！またいつでも
帰ってきやがれ！
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　アントーニオ、突然の帰国。何
らかの手がかりを掴むべく、取材
班は正月のアントーニオを追っ
てみた。
　正月四日、奴がついに我々の
前に姿を見せる。取材班にも緊
張が走る。
　かつて、伊勢崎運動公園で糸
が切れ、寒空の向こうへ飛んで
いってしまった凧揚げの苦い思
い出のリベンジを果たすべく、奴
が手にしているのは２５００円もす
る凧だ。凧揚げには程よい風、リ
ベンジの舞台は整った。凧を風
に乗せる。なにやら糸が二本見
える。凧が回転して激しく地面を
叩く。何度も繰り返すが無情にも
凧はゆがむばかり。どうやら奴は
スポーツカイトといわれる、揚げ
るのに非常に技術を要する凧を
買ってしまったらしい。
　陽が傾いてきた、奴の影が地
面に長く伸びていた。


